
イ
ケ

イ
ケ
ダ
ア
キ
ノ
ブ
池
田
明
信
泊
熔
五
六
郎
。

凪
禁
制
穴
水
の
人
。
木
材
薪
炭
を
迩
泊
す
る
を
諜
と

し
、
越
中
の
高
木
久
厳
允
胤
の
門
に
間
半
ん
で
文
政
十

一
年
六
且
岱
製
の
発
許
を
受
け
、
天
保
十
三
年
九
且

H
入
日
夜
し
た
。

イ
ケ
ダ
ア
キ
ヒ
ロ
池
田
明
寛

鳳
笠
郡
穴
水
の

人
一
治
六
郎
明
信
の
子
。
鉱
泉
を
焚
及
び
金
尾
五
兵
衛

蹴
邦
に
受
け
、
弘
化
四
年
十

一
且
訪
邦
か
ら
発
許
を

受
け
た
。
減
邦
は
越
中
東
砦
翻
の
人
で
、
穴
水
に
来

住
し
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
。
明
究
明
治
九
年
三
且
五

日
享
年
五
十
四
で
捜
し
た
。

イ
ケ
ダ
カ
ゲ
ト
ミ
池
田
景
一一
耐
逝
群
保
左
衛
門
・

敏
廊
。
寛
政
二
年
養
父
左
兵
衛
昌
久
の
純
二
百
五
十

石
を
袈
ぎ
、
組
外
・
大
小
将
・大
小
牌
横
目
か
ら
次
第

に
恕
ん
で
定
番
頭
に
歪
ふ
り
、
百
五
十
石
を
加
へ
、
天

保
十
三
年
四
且
致
仕
し
て
砲
山
と
獄
し
、
同
年
残
し

た
。
子
裁
八
郎
正
競
四
百
石
を
領
し
た
が
、
嘉
永
四

年
十

一
且
十
六
日
江
戸
邸
に
泊
番
の
際
自
殺
し
、
安

政
三
年
間
姓
和
十
郎
の
二
男
仁
次
郎
頑
次
に
、
景
観

の
也
知
中
百
七
十
石
を
賜
う
て

新
た
に
家
を
興
さ

た。イ
ケ
ジ
マ

地
局

臨
鳥
羽
三
階
へ
西
三
階
U

の
十

村
で
あ
っ
た
。
そ
の
砲
は
三
宅
長
崎
で
あ
る
と
い

ふ
。
天
正
十
年
長
峨
滅
び
、
地
子
宗
的
は
小
寺
氏
を

総
し
て
、
殴
長
中
畏
好
辿
に
大
器
寺
跡
に
従
ひ
氏
似

し
た
。
そ
の
子
名
兵
術
叉
は
宗
閣
は
池
島
と
週
明
哨
し

て
十
村
役
と
な
っ
て
ゐ
た
が
、
寛
文
七
年
浦
野
事
件

に
座
し
て
追
放
せ
ら
れ
た
。

イ

ケ

ダ

池

田

鳳
奈
郡
七
鴻
庄
に
邸
す
る
郎

格
。
明
治
中
に
室
内J
、
思
一
杉
・
新
保
・上・
純
度
・小
町

と
合
併
し
て
上
山
と
改
稿
し
た
。

イ

ケ

ダ

地

図

鳳
車
部
阿
岸
郷
に
図
す
る
部

端
。

イ
ケ
ダ
ゲ
ン
シ
ョ
ウ
沼
田
玄
室

辺
都
議
中
、

後
玄
章
。
訴
は
約
。
字
は
原
偲
。
義
亭
と
脱
し
た
。

内
山
益
頑
の
次
子
で
、
池
凶
玄
臨
の
嗣
と
な
り
、
京

附
に
怨
ん
で
覧
政
六
年
滞
留
に
任
ぜ
ら
れ
、
軍
人
鉄

持
を
得
、
前
回
治
情
・脅
民
・拘
禁
に
仕

へ
て
、
文
政

十
二
年
還
に
品
開
百
五
十
石
を
受
け
た
。
天
保
六
年
六

且
十
入
日
五
十
五
歳
そ
以
て
授
。

イ
ケ
ダ
シ
ョ
ウ
ザ
イ
抽
出
国
松
蔚
本
阿
揃
光
悦

の
高
足
で
、
初
は
獄
臣
氏
の
右
鎮
で
あ
っ
た
が
、
大

坂
務
城
の
後
、
来
っ
て
前
聞
利
常
に
仕
へ
、
後
光
高

及
び
綱
紀
の
肺
と
な
っ
た
。

イ
ケ
ダ
h
F
カ
マ
サ
抽
出
国
貴
政

通
総
，M
m同
次

・

新
平
・日開
平
。
父
孫
六
か
ら
配
分
知
百
石
を
受
け
、
組

外
に
列
し
、
前
回
童
数
の
御
抱
守
に
任
じ
、

質
的
十

三
年
御
奥
小
将
櫛
目
と
な
り
、
庇
俸
を
加
へ
て
三
百

二
十
石
に
至
り
、
定
番
頭
に
任
ぜ
ら
れ
、
寛
政
六
年

正
且
隠
居
し
て
久
残
と
蹴
し
た
。

イ
ケ
ダ
ナ
ホ
シ
ゲ

鴻
回
直
鏡

イ
ケ
ダ
キ
ユ
ウ
ベ
エ
品
川
田
久
兵
衛

初

め
て
前

田
利
常
に
仕

へ
て
三
十
石
を
領
し
、
そ
の
子
久
兵
衛

は
新
知
治
知
合
は
せ
て
百
石
に
至
。
、
子
孫
務
に
防

磁
し
た
。

イ
ケ
ダ
ゲ
ン
シ
ョ
ウ
抽
出
回
玄
昌

初

め
金
持
の

町
践
で
あ
っ
た
が
、
元
職
十
二
年
召
出
さ
れ
て
二
百

石
を
領
L
、
正
徳
五
年
間
但
し
た
。
子
孫
玄
由
民
回
目
点
・

玄
臨
・玄
室
・
=一同
・
玄
呂
田
せ
相
織
い
で
滞
の
臓
を
受

け
た
。

し
め
ら
れ
た。

イ
ケ
ダ
キ
ユ
ウ
カ

池
田
九
一聖

河

h
m能
槻
の

入
。
文
一

E
m
・
妥
凶
前
史
と
蹴
し
、
京
に
上
っ
て

田
中
日
一
時
に
就
い
て
四
侠
仰
を
辺
び
、
後
金
制
仰
に
位

し
て
鴎
設
に
従
ひ
、
明
治
十
四
年
九
月
什
五
日
に
波

し
た
。

イ
ケ
ダ
J
Z
ヤ
ジ
ン
ジ
ヤ

池
田
宮
神
社
能
楽

部
末
寺
に
あ
っ
た
。
式
内
等
辺
枇
記
に
、『
拙
旧
宮
榊

枇
。
末
寺
村
銀
座
。
今
冊
?
白
髭
明
跡
。
硲
一枇
也
。』

と
見
え
、
裂
に
問
地
に
白
嶺
耐
枇
が
あ
る
。

イ
ケ
ダ
マ
サ
ノ
プ
沼
田
正
信

沼
椴
世
間
太
郎

・

椴
左
衛
門

・
忠
左
衛
門
。
元
文
四
年
兄
イ一
一
一
郎
の
越

知
三
百
石
を
袈
ぎ
、
民
保
二
年
大
小
持
組
に
斑
し
、

後
御
府
組
組
に
将
じ
、
天
明
五
年
八
且
改
作
器
行
策

御
勝
手
方
御
用
に
任
じ
、

イ
二
且
政
三
百
石
を
加

へ

て
物
航
却
の
待
迦
を
得
た
。
読
し
こ
の
時
前
侯
前
田

頭
教
が
歎
凶
の
都
に
任
じ
、
正
信
等
に
財
政
務
理
を

行
は
し
め
た
錦
で
あ
っ
た
。
然
る
に
六
年
六
且
震
敬

皐
去
の
後
、
正
信
に
非
行
が
あ
る
と
の
盟
問
に
よ
b
、

入
且
二
十

一
日
揚
屋
に
牧
容
せ
ら
れ
、
七
年
四
且
二

十
七
日
五
ケ
山
続
刑
の
宣
告
を
受
け
た
が
、
未
だ
護

途
せ
ず
し
て
五
周
二
十
抗
日
牢
死
し
た
。
平
年
六
十

=
一
。
そ
の
子
助
三
は
-
失
明
去
年
E
且
六
日
別
に
新
知

百
抗
十
石
を
受
け
て
服
組
組
に
列
し
、
後
名
を
事
朔

郎
と
改
め
た
が
、
六
年
入
月
二
十
二
日
一
門
に
御
預

と
な
り
、
七
年
四
且
能
篭
島
流
刑
を
命
ぜ
ら
れ
、
十

一
一
且
そ
の
地
に
赴
い
た
。
正
信
の
次
男
某
は
、
入
年

頭
中
か
ら
の
出
願
に
よ
り
、
制
愛
し
て
卯
辰
謹
昌
寺

の
弟
子
と
な
っ
た。

イ
ケ
ダ
マ
ザ
ハ
ル
池
田
正
玄

逝
都
十
左
衛
門
。

元
利
元
年
前
回
利
治
に
仕

へ
、
職
五
百
石
に
及
び
、

見
交
五
年
間
担
し
た
。
子
孫
滞
に
世
襲
す
る
。

イ
ケ
ダ
ヤ
シ
ョ
ウ
ジ
苅
田
屋
小
路

金
禄
昭
島
町

長
性
坊
小
路
の
上
な
る
小
路
を
い
ふ
。
笛
俸
に
、
此

の
小
路
の
西
角
に
地
問
屋
長
左
衛
門
が
敏
代
居
住
L

突
は
新
五
郎
兵
衛
政
直
。
御
太
小
特
に
列
し
、
曲
目
永一

五
年
地
問
古
口
器
夫
λ
附
の
御
用
人
と
な
り
、
験
五
十

石
今
一加
へ
て
三
百
五
十
石
を
食
み
、
正
徳
五
年
閉
山
し

た。

五

イ
ケ
ノ
シ
ョ
ウ
ジ
抽
出
の
小
路

金
棒
折
誠
一町
の

内
、
北
側
な
る
こ
筋
の
小
路
を
い
う
た
。
入
口
の
蹄

傍
に
惣
井
戸
が
あ
る
放
に
、
南
小
路
共
に
前
人
拙
の

イ
ケ
ノ
ジ
ヨ
ウ
池
ノ
城

能

安
部
鰻
海
郷
に
四
幽

す
る
部
落
。
能
美
郡
名
訟
誌
に
、
こ
の
村
の
辰
巳
の

方
高
き
山
に
二
十
聞
に
三
十
問
慢
の
池
が
あ
る
と
記

す
る
。

て
罷
た
震
に
起
っ
た
町
各
で
あ
る
と
い
ふ
。
明
治
四

年
四
且
戸
籍
説
成
の
時
、
此
の
小
路
か
ら
銭
畑
町
に

か
け
部
ベ
て
地
問
町
と
挺
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

イ
ケ
ダ
ヤ
チ
ョ
ウ
ザ
エ
モ
ン
池
田
屋
長
左
衛
門

金
禄
竪
町
に
位
す
る
磁
宿
で
、
世
b
H

長
左
衛
門
の
名

を
裂
い
だ
。
姉
饗
水
の
陶
絡
帳
に
憐
れ
ば
、
そ
の
組

問
制
茂
兵
衛
は
初
め
期
努
政
に
仕

へ
て
鴎
た
が
、
間同長

十
五
年
金
探
に
来
て
町
人
と
な
り
、
家
名
を
抽出
川
屋

と
稽
し
た
の
で
あ
る
と
い
ふ
。
袋
水
は
こ
の
家
の
出

で
あ
っ
た。

イ
ケ
ダ
ヨ
シ
ヒ
デ
抽
出
田
鹿
策

J
マ
へ
〆
ト
シ

ヨ
リ
前
回
利
順。

イ
ケ
ヅ
キ
生
噌

郡
頼
朝
の
名
馬
生
喰
は
能
穀

島
の
歪
で
あ
る
と
す
る
併
設
が
あ
る
が
信
じ
雌
い
。

能
官
名
跡
志
の
野
崎
村
伊
夜
比
時
制
枇
の
僚
に、
『叉

牧
の
駒
あ
り
て
、
此
加
の
池
水
に
来
b
て
住
む
駒
あ

り
。
是
を
此
神間
均
に
し
て
あ
り
し
に
、
類
ひ
な
き
白

馬
成
白
け
れ
ば
、
時
の
将
軍
籾
朝
公
へ
召
さ
れ
、
名

を
泊
好
と
呼
び
閉
山
せ
ら
れ
し
は
此
馬
也
。
其
同
籾
初

公
よ
り
の
下
し
文
の
判
形
の
物
あ
b
。
並
に
制
限
閉
す

の
判
形
の
禄
欣
あ
り
。
』
と
見
え
る
。

イ
ケ
ノ
サ
ン
ポ
ウ
ヤ
マ
池
二
二
方
山

石
川
地

河
内
庄
奥
地
領
に
在
る
。
古
跡
考
に
、
三
方
山
は
同

名
爾
山
あ
っ
て
、
奥
地
村
の
は
抽
出
ノ
三
方
山

と
い

ひ
、
陣
川
庄
二
俣
村
の
は
倉
谷
三
方
山
と
い

」
と
あ

る。

、

通抑制
十
右
衛
門
。


